


















研 修 報 告 書 

令和 6 年１月 16-17 日の日程で福島県二本松市へ視察研修に伺った。二本松市から本多勝美 議

 、塩 英勝 議会事務局 、教育委員会 本田俊広  化課 、産業部 河原隆 観光課 、にほんま

つ城報館 渡邊誠斗 主任主事らに対応いただき、「にほんまつ城報館」内にて研修を行った。本施

設は平成 27 年から構想段階における取り組みが始まり、平成 30 年実施設計、令和２年から建設工

事が始まり、令和 4 年に開館している、二本松市の歴史を伝える情報会館である。 

説明の中で、建設費は総額 17 億 1,127 万 4,681 円であること。また財源内訳は平成 30.31 年には

社会資本整備総合交付金（40％）、令和 2-4 で都市構造再編集中支援事業補助金（50％）合計約 7 億

円、また合併特例債約 10 億円、その他一般財源が残りの約 1,000 万円強であることが分かった。な

お、位置づけしては観光局における観光交流センターという位置づけでの交付金・補助金対象施設

であり、文化庁の補助金は入っておらず、文化庁的な要素を併設すれば、そちらの補助対象にもな

る可能性はあったのではないかとの説明であった。来場者のメインターゲットは？との問いに、市

内外の多くの方に二本松市の歴史に触れ知ってもらう入口にしたいと考えている。との答え。指定

管理者制度ではなく、市直営での運営をされており、観光客と市 との交流拠点としていきたいと

いう考えであることが分かった。さらに二本松市の子どもたちへの訴求方法は？との問いに、市内

小中学生は学校教育の授業の一環として本施設に来てもらえるようになっており、教育にも役立て

ているとのお答えだった。我々は「菊池の歴史を学び大切にする条例」を基に、本施設への視察を行

ったわけだが、まさに本施設は地域の歴史に触れ、学びふるさとそのものを大切にしていくための

教育の場所、そして観光客の誘客装置にもなっており、しかも有利な財源を用いての建設であると



いう理想的な施設であると感じた。職員さんたちも自信と誇りをもって我々にご説明頂いていると

見受けられた。地域の歴史を大切にするという視点からも本市にもこういった歴史が交差し、その

ことでふるさとを思う気持ちや、市 の幸福感の向上に繋がっている素晴らしい施設が必要ではな

いかと感じた。研修の後半は、歴史資料館を案内してもらい、その見易さや馴染みやすさの技術や

知恵などに触れ、体感型の大切さを痛感した。 

この貴重な視察で学んだことを今後の議員活動に活かしていきたい。 

令和 6 年 1 月 17 日  

平 直樹 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

  

  












